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2023年 5月25日 発行

▼勇往邁進（ゆうおうまいしん）の意味
『恐れることなく、自分の目的・目標に向かってひたすら前進すること』

コロナ禍において様々な制限がある環境下ではありますが、より社内の絆を強固なものにするため、
2022年のスローガンとしてこの言葉を選びました。自らを鼓舞し、決断力を持って個々の技術を高めながら、
会社というチームの一体感を生み出せるように精進してまいります。



≪ご挨拶≫

当社は５０年以上、各種工作機械により産業機械部品を製造しています。

戦後、中島飛行機の設計技師でありました祖父が、東京都墨田区にて創立し、

１９６５年、現会長により千葉の地において産業用機械部品の工場として、スタート

致しました。

大形精密部品加工を主体に電動機部品、建設機械部品、各種製造機械部品等長年に渡り、

多数の部品製品を制作し、多くのお客様よりご愛顧を賜っております。

現在ではテーブル直径3ｍのターニング加工、平削では門幅2.5ｍ×テーブル長さ4ｍの

五面加工機を擁しご要望にお応えしています。

持続可能なより良い社会の実現、これからの５０年もお客様と共に歩み続けていくため

に、地球環境にやさしい企業を目指し、発展し続けて行きたいと思っております。

「永続してきた企業だからこそやらなければならないことがある」

当社の環境レポートを取りまとめましたので、私たちの取り組みをご高覧ください。

代表取締役社長 関 秀彦
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１．環境経営方針

基本方針

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。

１．当社の主力事業である、金属部品加工において、技術的・経済的な事情を考慮の上、

環境に与える影響を低減するとともに、循環型社会の実現に努めます。

①二酸化炭素排出量削減のため、使用電力削減・使用化石燃料削減・廃棄物の

単純焼却の削減に努めます。

②事業活動で発生する廃棄物は、発生を抑制するとともに再使用の向上に努めます。

③限りある水は、使用量削減のため節水に努めます。

２．環境活動の継続的改善を推進するにあたり、環境目標・環境活動計画を策定し取

組みます。

策定した目標・活動計画は定期的にあるいは必要に応じて見直します。

３．事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。

４．環境方針は、全社員に周知するとともに、環境教育を行い社員の環境に関する意識の

向上を図ります。

５．環境管理に関する情報は、社内外に公表し、地域社会とのコミュニケーションを図ります。

２０１７年８月１５日

株式会社関鉄工所

代表取締役 関 秀彦
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〇基本理念〇

株式会社関鉄工所は、かけがえのない地球を守るため、環境問題を意識し、
より高い次元から物事をとらえ、事業活動を推進してまいります。



２.組織の概要

株式会社関鉄工所 代表取締役社長 関 秀彦
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１．事業所及び代表者名

２．所在地

〒２６２－００４５

千葉県千葉市花見川区作新台４－１１－１

３．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表・環境管理責任者 ： 代表取締役社長 関 秀彦

EA21事務局 担当者 ： 総 務 部 三須 絵里佳

TEL 043-259-5201 FAX 043-259-9189 E-Mail next100y@sekitekkou.com

４．認証登録範囲

株式会社関鉄工所 全組織及び全活動

５．事業内容

各種工作機械を使用して産業機械の部品を作っています。

お客様から金属素形材と加工図面を御支給いただき、図面の寸法通りに形にして

いく仕事です。

素材の種類は鉄・ステンレス・鋳物耐熱鋼など種類を選ばず加工することができます。

特に大形機械の部品加工に特化しており、“最大直径3ｍ高さ2ｍ”まで加工できる

立型旋盤、門幅2.5ｍテーブル長さ4ｍの五面加工機等を擁しています。

製品の精度は100分の1ｍｍ台。金属加工の技術と技能で社会に貢献しています。

◆従 業 員 数 １7名 （2023年１月現在）



1960年 東京都墨田区吾嬬町にて創業

1965年 現在地千葉県花見川区にて設立

1967年 一般機械加工に着手

1976年 大形工作機械設備の導入

1979年 新工場落成

1984年 大形NC工作機械設備の導入

1994年 資本金1000万円となる
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６．会社沿革

７．製品紹介

▽製品名

コンプレッサー用部品 （一次加工品）

▽内容説明

手前に向いている面同士を合わせてボルトで

締めてから旋盤加工を行います。

▽製品名

コンプレッサー用部品 （完成品）

▽内容説明

完成品の検査をしているところです。

人と比べると製品の大きさが分かると思います。

➢ これがBESTか

➢ 無駄をなくそう

➢ 自信を持とう



３. EA２１組織図及び実施体制
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【最高責任者兼環境管理責任者】
代表取締役社長 関 秀彦

【事務局】
三須 絵里佳

【環境委員会】
（月１回開催）

節水班 省エネ班 ５Ｓ班 不良対策班 事務所班リサイクル班

（改定日 2023年1月1日）

（発効日 2017年8月15日）

職 名 各班の役割

◆最高責任者 【代表取締役 関秀彦】

・ 必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務にかかわりなく、兼任で責任と

権限を明示する。

・ エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器・設備・技術

技能を含む）を準備を行う。

・ 環境方針を制定する。

・ エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標をはじめシステム全体の

見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。

・ 活動における「課題とチャンス」を明確にする。

◇環境管理委員会 ・ 全社員で構成し、月1回環境管理責任者が召集する。

・ 環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する。

◇環境管理責任者 【代表取締役 関秀彦】

・ エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を図り、目的を達成するために環境委員会を

運営する。

・ エコアクション21の構築と運用を円滑に行う。

◇事務局 【三須絵里佳】

・ 事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に関する実務全般を所管する。

◇不良対策班 責任者【職場長 落合富浩】 メンバー【大橋克久、島崎拓也】

・ 不良についての分析、検証を行い再発防止策を練る。

・ 不良を出さないためにルール作りや警鐘活動を行う。

◇省エネルギー推進班 責任者【職場長代理 浅沼浩二】 メンバー【奈良諭、藤代真】

・ 節電などの省エネルギー活動を推進する。

・ 業務上効率的に動いていくような体制を整えていく。

◇リサイクル班 責任者【齋藤優樹】 メンバー【木下俊也】

・ 廃棄物の削減・リサイクルを推進する。

◇節水班 責任者【成田光央】 メンバー【川西亮】

・ 節水活動を推進する。

◇５S班 責任者【樋口真司】 メンバー【遠藤心樹】

・ ５Ｓの立場から環境のことを考え活動していく。

・ ５S活動において製造部員を補佐する。

◇事務所班 責任者 【関友子】 メンバー【関恒雄、三須絵里佳、五十嵐由華】

・ 事務所内において省エネルギー活動を推進する。



４. 環境目標とその実績
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当社に於ける2022/4/1～2023/3/31の環境負荷実績を把握し、

2022年度の目標を下記の通り定め活動を開始しました。

1.環境目標とその実績

＊購入電力の排出係数は、0.6kg-CO2/kWhを使用しています（2017年度　環境省発表）

来年度

目標

2020 2022年度

実績 目標 目標値 実績 目標

２．主な環境負荷実績

不良点数で完全ゼロ

管理の徹底

「環境物品等の調

達の推進を図るた

め、の方針」に基づ

き、「グリーン購入

率」100％の推進

2020年実績に対

して10％増やす

33,943

190

476

80,944.15

2022年度

①二酸化炭素排出量（kg-CO2) 88,302 77,587

1.3個/月

（20件）
不良0 16件/月

環境への負荷 2020年度 2021年度

2020年実績に対し

て1.5％削減

2020年実績に対し

て10％増やす

管理の徹底

不良0

20,867

取扱量の

把握

③稼働時間当たりの

水資源投入量の削減

(㎥)

未達成

④グリーン購入の購入

額（円）
達成

―

⑥本業に関する目標
昨年度は22件であっ

たので、4件減った

156

④工場稼働時間（ｈ） 33,663 33,088

②廃棄物排出量(kg) 455 524

③水資源投入量（㎥） 167

0.00560

目標

2020年実績に対し

て2％削減

2020年実績に対し

て1.5％削減

⑤化学物質取扱及び

管理の徹底
取扱量の把握ができた

0.00489

21,858

―

2.62

0.01354

0.00496

19,871

2020年実績に対

して3％削減

2020年実績に対

して1.5％削減

2020年実績に対

して1.5％削減

2022年度目標

①稼働時間当たりの

二酸化炭素排出量の

削減(kg-CO2/時間)

達成

②稼働時間当たりの

廃棄物

排出量の削減

(kg/時間)

未達成

環境目標

2.38

0.01405

2.56

0.01333

基準値

2022年4月～2023年3月

目標の達成状況

中長期の目標

(3年後）

2023年度

不良点数で完全ゼロ

管理の徹底

2020年実績に対し

て10％増やす

2020年実績に対し

て3％削減

2020年実績に対し

て3％削減

2020年実績に対し

て4.5％削減



５.緊急事態の対応及び訓練状況

■ 地震・火災及び災害避難訓練（年１回 9月に実施）

エコアクションを開始して以来、本格的に行うこととなった第4回目の避難訓練を

実施いたしました。

①実施日時 2022年9月１日（木） 8：00～朝礼終了後スタート

②参加者 全社員

③実施場所 工場正面入り口シャッター前

【訓練内容】

・地震及び災害が起きた場合の初動についての確認

・ヘルメットの管理及び装着の見直し

・災害発生時の避難（集合）場所について

・消火器の点検及び場所の確認

【代表者の評価】

●緊急事態の対応及び訓練を実施し、対応策の有効性を確認できた

・例年同様に実施することができた

・コロナ禍での避難訓練は、対人距離感や感染症対策が重要であることを

身をもって感じることができた。来年度は、非常用袋について事務所班中心に

適正な設置をしていきたい。

配置場所の検討、必要備品のリストアップをして準備を進め、2023年度中には完了させたい。
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６.各班の活動記録

▼当社の班分け活動について▼

当社は従業員全員で環境活動を推進していくために、班を作っての活動を行っています。

『節水班』、『リサイクル班』、『5Ｓ班』、『省エネ班』、『不良対策班』、『事務所班』の6班

から編成されており、一人一人に会社の責任者としての役割が与えられています。

それぞれの立場で活動を続けていくと同じ目的になるため、検討内容が被るケースがあり

ますが、各班が連携と協力をしながら活動しています。

立場の違いから相反することもあり、どちらが正しいかの意見のぶつかり合いもあります。

しかし、そうすることでコミュニケーションをより深めることができます。

壁にぶつかったら基本理念に立ち返ることで、最善策を模索しています。

基本理念のもと、社員全員がそれぞれの立場で会社をリードする意識をもって活動して

います。
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●ＳＤＧsへの取り組みについての勉強会●

今年度は、今までのエコアクション活動から一歩踏み出し、企業として「ＳＤＧsへ参加していこ
う」という目標を掲げ、まずは社内全体で「ＳＤＧs ってなに？」 をテーマに 動画を視聴をしな
がら、社内勉強会を行いました。

▲まずは、ＳＤＧsの言葉の意味を理解することから ▲一人一人、真剣に聞き入っています

👇 昨年度に引き続き、各班毎の指標作成を行いました。

ＳＤＧsという言葉を社内で使うようになって２年目。少しずつではありますが個人個人が

身近なＳＤＧsに取り組むように意識してきているかな…？という希望が見えてきました。

社内一丸となって積極的に取り組むには、課題が山積しています。 まずは一歩ずつ

課題をつぶしながら、意識的に行動できるようミーティングを開催していきます。



～班別活動続き～
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■節水班

【環境汚染を防ぐために】

自分たちの仕事が、環境汚染に繋がる可能性があるのだろうか？ もしそのような可能性があるのであれば、

未然に防ぐことが必要であると考えました。

基本の加工フローを追っていくと、私たちの仕事の中で環境汚染に繋がる可能性が浮かび上がって来ました。

機械加工をするときに、『油』を使用します。油は、自然分解されないため、床や外に零れたり作業中に飛沫すると、

土壌汚染の起因となります。

当社では『ほぼ毎日全員』が油を使用するため、このような事が積み重なると重大な環境汚染を引き起こし

兼ねません。またそれに伴い、土壌の入替費用が発生する事となります。

社員全員が気を付けるべき重要事項であるため、この事を会議で共有し、『油の取り扱い』への意識を高めました。

社員の意識改革だけでなく、班として以下のように『油取扱い対策』も併せて実行しました。

➀ 金属屑のバケットの排水の見直し（ただの受け皿を止め、ホースを直にバケットへ繋ぎ、飛沫対策）

② 機械メンテナンスを行い、クーラント液の排出場所を見直し、飛沫を防止

③ クーラント液を清潔な状態に保つため、ろ過装置を導入（年度末～実施のため経過観察中）

【排水・廃油の処分方法の改善】

前年度までは加工中に発生する、廃油と排水を適切に処分する方法が定まっていませんでした。水と油が混ざった

状態で、かつ処分方法が不確定なため、リサイクルに繋がらず、高額な処理費用がかかる状況が続いていました。

そこで…

👉リサイクルの観点から、引取業者を探し、相談をしました。

業者からのアドバイスをもらい、『排水』と『廃油』が混ざらないように明確に

仕分けをしました。（保管場所を大きくわかりやすく表示/廃棄時のルール共有）

結果『リサイクルになる廃油』として引取してもらえることに繋がりました。



～班別活動続き～
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■リサイクル班

【倉庫内の粗大ゴミとドラム缶整理】

今年度リサイクル班では、『粗大ゴミ及びドラム缶整理』を年間の重点プランとし、ゴミの分別の視点から

約半年かけて整理整頓・適正な分別を行い、仕事の効率アップを図りました。

加工する時に使用する油は、ドラム缶に入ったものを注文しますが、使用後はドラム缶が不要となり、倉庫に

溜まっていくことが悩みでもありました。 弊社の加工では様々な材質の切粉（切削加工で発生する金属の切り屑）

が発生し、ドラム缶へ保管する必要があるので、最低限数を残し、業者引取を依頼しました。

引取後は、倉庫スペースにも余裕ができ、切粉の回収作業が非常にスムーズになりました。

切粉の材質も細かく種類別に分け、一目で材質がわかるように木札を導入しました。

社内でも高評価をもらっています。

【切粉置き場/大型バケットの保管方法の改善】

上記にも記したように、弊社では機械加工時に大量の切粉が発生します。

特にＳＳという材質（一般構造用圧延鋼材）が加工の割合を大きく占めるため、屋外に大型バケットを設置し

保管をしています。

切粉が雨で濡れないように、雨天時は簡易的な雨除けシートをかけていましたが、金属が濡れ油が流出しそう

になったりと環境汚染にも成りかねない危険な状態が続いていました。これ以上は待ったなしであったため、

前々から考えていた『自作カバー（ブルーシート）』の作成を実行しました。

ブルーシートをバケットの形に合わせ、ゴムテープで周囲へ引っ掛けられるようにし、補強を重ね、 完成に至り

ました。結果、以前よりも強度が増し、バケット内にも水が入らなくなり、使い勝手も改善されたと実感しています。

しかしながら、数か月使用してみると新たな改善点が見えてきたので、繰り返し改良を行い、ベストなものを

作成していこうと考えています。

Before😨 After🥰



～班別活動続き～
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■５Ｓ班

【工場内の整理整頓と美化活動】

長年の課題でもある『社内美化・5Ｓ活動』…。

設立57年の当社には、沢山の工具や加工に使う道具が保管されています。大切に使用しているもの、

いらなくなったもの、整理されている箇所もあれば、『開かずの間』状態のエリアもあるのが実情です。

一気に整理を進めるのは難しいことから、中長期的な目標として、『清潔な工場にすること』を掲げました。

今年度は初めて取り組んだ年。現場は男性オンリーなため、新たな視点から美化活動を進めるべく、事務所班の

女性陣とタイアップをしながら活動を進めて行きました。 手探り状態ですが、コツコツ一つずつ作業エリアを整理し、

いるもの・いらないものの選別を進めていきます。長い道のりではありますが、必ず達成したいと考えています。

清掃箇所のピックアップ（一部抜粋）

今年度改善できたエリア

👆機械撤去後の大掃除 👆ビドマ―の穴明け工具 👆グラインダー他置き場

👆使用頻度の少ないホルダー 👆エンドミルの仕分け 👆五面加工機裏 👆砥石・やすり置き場

【既存の道具や工具の活用】

今ある資源を大切に使うため、新しい工具を購入する前に、社内で使用できる工具は無いか？

それらを活用し、無駄な買い物をしないように以下の計画を実行しました。

➀加工時に発生する中古チップ置き場から使えるものを選定し、加工者へ使用を促す

②加工前に、既存の工具やチップでの加工が可能かどうかの検討をしてもらう

●結果●

・ 定番で使用していたもの以外の観点で工具選定をすることにより、個々のスキルアップに繋がった

・ 工具購入を見直す事で、未使用工具の使い道を見出す事が出来た



～班別活動続き～
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■省エネ班

【工場内のエア配管のループ化】

昨年度はじめに自分たちの手で、ループ化の工事を実現することができました。

ループ化前後の数値の結果を継続して検証し電力消費を抑えCO2削減に繋げることができました。

👇ループ化のイメージ図

【エアーコンプレッサー効率化とルール制定】

今まではコンプレッサーを使用するルールが定まっていなかったため、今年度より終業時に、コンプレッサー

のバルブ閉栓を徹底するように社員全員で取り組んできました。

エアーコンプレッサーの電力消費は、電力立ち上げ時に大きな割合を占めるため、少しでも電力消費を抑え

CO2の排出を減らしていくため非常に重要な事であると考え、実行しました。

毎日必ず終業時にバルブ閉栓をすることにより、コンプレッサータンクに圧力が残り、翌朝の運転開始時に

電力使用量を削減することができました。時々閉め忘れることもありましたが、忘れてしまった日の朝礼時に

全体へ注意喚起していくことで改善され、漏れなく閉栓作業を行えるようになりました。

現在では、毎日のルーティンワークにもなり、自然と行動ができていくことで、自分たちの意識改革にもなった

と感じています。

■エアーコンプレッサーの稼働数値（抜粋）

バルブコック

コンプレッサー



～班別活動続き～
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■不良対策班

【再発防止シートの提出基準】

当社では、日々『不良ゼロ』を目標に仕事に従事しています。

不良を防止することは加工よりも難しい事かもしれません。一人一人が不良を起こすまいと日々奮闘して

いますが、それでも発生を防ぐことが出来ない場合もあります。

１つでも不良の要因を減らしていくために、不良が起きた時に『再発防止シート（不良報告書）』の提出

を徹底しています。但し、材料不良による不良発生や客先の慣例変更に伴うパターンもあり、提出ルールが

曖昧であったため、より明確な情報を吸い上げられるように報告書の提出ルールを以下のとおり定めました。

▼提出ルール▼

➀ 予定工数を大幅に要した時（例：加工手順の誤りにより、しなくても良い作業が発生した）

② 加工ミスにより、手直しをした場合

③ 加工ミスにより、客先に報告をした場合

【目標管理シートの作成】

仕事の効率アップと『気づきやコミュニケーションからの

不良対策』を実行するため、2023.1月に右記の目標管理

シートを作成しました。

矢印の前に書かれている人が、矢印後の人の目標達成が

できたかの評価を行います。

一定期間を設けた後、目標達成できたか？評価者への

ヒアリングを不良対策班の担当者が実施するという流れを

作りました。

『ちょっといいづらいかな？甘くなりそう…』など優しさも

チラホラと出てきてしまうのが人間です。そこをぐっと我慢して

公平な視点で評価することが、目標を設定した人の為にも、

とても大切な事であると改めて感じました。

１回目の評価ヒアリングを受けて、改善点をピックアップ

したので、各個人がもう少しわかりやすく評価できるように、

また公平な視点で捉えることができるように２回目のヒアリン

グに向けて継続・実行して参ります。

大　橋
目　標 ： ➀通りかかったときに、段取りの手を貸す。　②1200のターニングを動かす

手　段 ： ➀率先して吊具を用意する。　②検査表を書く以外は机に座らない。

奈　良
目　標 ： 送りがかかって機械を離れる時、周りを確認

手　段 ： 加工者や機械周りの人に話を聞いて、やることを確認する。

浅　沼
目　標 ： ➀今の現場の状況を把握する。　②次の行動は何がベストか考える。

手　段 ： ➀予定表をチェックし、今日の納品業務を把握する。②現場がスムーズに動くための、優先順位を判断する。

成　田
目　標 ： 機械から離れても大丈夫か判断できるようになり、コミュニケーションを取る。

手　段 ： 事前準備をし、常に先の事を考える。迷わない。

齋　藤
目　標 ： 人出の欲しい状況には、進んで補助をする。

手　段 ： 機会を離れる時や戻るときに、周りを見て確認・把握する。

遠　藤
目　標 ： その時その時の行動が、何の為に自分で判断して行動する。

手　段 ： 考えて理解して行動する。

川　西
目　標 ： 機会を離れた時、周囲を見る。

手　段 ： クレーン待ちの時間を無くし、事前相談する。クレーン待ちの間、作業を手伝う。

樋　口
目　標 ： ➀今の現場の状況を把握する。　②周囲に気を配り、コミュニケーションを図る。

手　段 ： ➀積極的に見たり聞いたりする。　②他の作業者に対して手を貸す時は、自分の意見を控える。

島　崎
目　標 ： 周りへの手伝い実行→出来たら他の人を巻き込めるような行動や言動をする。

手　段 ： トイレ・手洗いのタイミングで、あえて工場内の中央通路を通り、周りを把握する。

木　下
目　標 ： 周りを見るようにする。

手　段 ： クレーン、トラックの音を聞き、率先して補助に向かう。

落　合
目　標 ： 全体の把握のために見る・コミュニケーションする。予定表の作成。

手　段 ： 多台持ちが出来る工程の組み合わせと、具体的な指示。

藤　代
目　標 ： ➀人に慣れる　②職場環境に慣れる　③機械に慣れる

手　段 ： ➀出勤/退勤時はしっかりと挨拶　②出来ることは少ないが、片付けや切粉捨てなど率先して手伝う。

： ③出勤後思い起こしをして不明点はそのままにあせず、しっかり確認を取る。

👇目標管理シート 更衣室前に張り出し中



～班別活動続き～
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■事務所班

【緑化運動/朝顔育成チャレンジ2022】

昨年、一昨年度は『ゴーヤ』を育て、社内の緑化運動や事務所内の日よけ（室内温度を抑え、冷房器具を

最小限に使用） に取り組んで参りました。

今年度は趣向を変えて、朝顔育成チャレンジを実行しました！

整理前

【番外編 ～関鉄工所園芸部（現在２名で活動中）をご紹介～】

🌸春限定～芝桜～🌸

関鉄工所園芸部1人目は、大橋さん。

苗植えから日々の水やりまで、こまめにお世話をしてくれた

おかげで、お庭が華やかになりました！

圧巻の色合い！さすが、園芸部部長です！

☃冬限定～シクラメン～☃

植物をこよなく愛する園芸部２人目は、五十嵐さん。

このシクラメンを3年前にお迎えしてから、年間通してお世話を

欠かさず、毎年冬場に綺麗なお花を咲かせてくれています。

夏場は難しい休眠を難なくクリアしてしまう凄腕の持ち主です！！



７.環境活動の取組計画と評価
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●CO2排出量の削減

★環境活動計画

・温室効果ガス排出削減等のための実施計画の推進

1）本年度の取り組みと結果

今年度目標削減率→前年比1.0％削減 実績：1.7％増加→未達成

●廃棄物（可燃ごみ）の削減

★環境活動計画

・分別徹底による廃棄物排出量の削減及び古紙回収率の拡大

1）本年度の取り組みと結果

今年度目標削減率→前年比3％削減 実績：8.92％削減→達成

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

廃棄物kg 924 722 542.6 465.9 523.5 476.8

原単位kg/ｈ 2.67 2.06 1.45 1.38 1.58 1.40

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

排出量kg-CO2 102307.6 94976.15 97216.2 88302 77587.16 80,944.15

原単位kg-CO2/h 2.96 2.71 2.60 2.62 2.34 2.38



●水使用量の削減

★環境活動計画

・節水型装置、器具の導入促進、節水ルール等を決めて実行

1）本年度の取り組みと結果

今年度目標削減率→前年比1％削減 実績：21％増加→未達成

●不良品物の削減

★2023年度までに不良点数1個/月

・不良を出さないためにルール作りや警鐘活動を行う。

1）本年度の取り組みと結果

今年度目標→0件/年間 実績：前年より6件減った→でも未達成

来年度も引き続き、不良ゼロを目標に！対策をより強化する

18

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

不良件数 37.00 13.00 12.00 20.00 22.00 16.00

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

水使用量m3 189 189 198 167 156 190

原単位m3/h 5.47 5.38 5.29 4.96 4.71 5.60
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＊2022年度の活動の取組みと評価をしております。

●地球温暖化防止（省エネルギー）

・温室効果ガス排出削減等のための実施計画の推進

・冷暖房機器の適切な使用方法を決めて実践する

・業務用機器の適切な使用方法を決めて実践する

　（工作機械、クレーン、コンプレッサー、コピー機、パソコン等）

・照明に関してのルール等を決めて実行する

・通勤時の公共交通機関利用の奨励

・仕事に関する見直しを常に行い実践する

●水使用量の削減

・節水型装置、器具の導入促進

・雨水利用の促進

・節水に関するルール等を決めて実行する

●省資源・廃棄物削減

・分別徹底による廃棄物排出量の削減及び古紙回収率の拡大

●グリーン購入の推進

・環境に配慮した製品・事務用品等の優先購入

・省エネ機器・設備の優先購入

●化学物質取扱及び管理の徹底

・管理の徹底

・不良についての分析、検証を行い再発防止策を練る。

・不良を出さないためにルール作りや警鐘活動を行う。

次年度の取組内容

環境活動計画の取組みと評価

主な環境活動計画 左記の取組結果とその評価

次年度の取組内容

次年度の取組内容

リサイクル班が常に良い方法を模索してくれているので皆で協力してい

きたい。

●本業に関する目標不良削減

ルーティーンワークとして取り組めているのでこのまま気を抜かず続

けていってもらいたい。

CO2の排出削減は、弊社の環境目標の中でも特に重要部分である

ため、更なる削減に努める事ができるよう、社員一丸となって取り組

んで行きたい。

物品購入時は必ず『グリーン調達適合』か否かを調べて購入をする

ことができた。しかしながら購入先が煩雑（多数ある）データ取りが

思うように行かず、購入窓口の一元化とエクセルデータでの取りまと

めが必要と感じた。

購入窓口の一元化及び年間目標設定やルールの見直しの徹底をす

る。

次年度の取組内容

努力が即、結果に結びついていないが、地道に続けていく事が会社

全体のレベルアップにつながりCO2削減に貢献していける。ヒヤリ

ハットも意識して報告できるようになってきた。

繁忙期と閑散期での意識の違いがあるので、緊張感をどのように維

持していけば良いか考えていきたい。

社内のルールや分別はこのまま維持していく。

節水班が常に意識付けを行ってくれていることが非常によい。

次年度の取組内容

特になし

新規の溶剤等を使用する際は必ずSDSを入手して化学物質の含有

について確認する。

引き続き節水意識を持ち続ける事と、決めたルールを徹底していく。

次年度の取組内容



８.環境関連法規制の遵守
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1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2022年9月22日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

フロン排出抑制法 四半期に一度の簡易点検 遵法

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況

廃棄物処理法

委託基準（契約書・許可証）、

マニフェスト交付・保存及び交付状況

報告

遵法



９.代表者による全体の評価と見直し

今期もコロナ禍での受注状況は変わらず、やはり厳しい一年であった。

『新しい機械の導入と、完全週休２日制への移行、新入社員の入社』

など、業務の変革を迫られることが多かった。

しかし、前年度から掲げている”今しかできない事をやる”を目標に、

工場内の設備や技術力の 向上などに着手した事が、今期の大幅な

変革でも自然に移行できた要因となっている。

エコアクションの活動が本業へプラスの影響を与えていることを実感し

ている。

各班の試行錯誤しながらの活動のおかげであると皆に感謝したい。

モチベーションも上げたり下げたりしながら頑張ってもらいたい。

感覚としてSDGsへの意識はあまり無かったように感じられるので、

今一度勉強会を開催したい。

２０23年3月31日

株式会社関鉄工所

代表取締役 関 秀彦
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